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今年も市役所では6月から「緑のカーテン」事業を行っています。
“節電の夏”ともいわれるこの夏、皆さんの家でも緑のカーテンに挑戦
してみませんか。

今号の表紙

市役所緑のカーテン



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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○
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

児
童
扶
養
手
当
は
、次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
児
童
、ま
た

は
20
歳
未
満
で
障
が
い
の

あ
る
児
童
を
監
護
養
育

（
父
に
つ
い
て
は
生
計
も

同
一
で
あ
る
こ
と
）し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

父
・
母
ま
た
は
養
育
者
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す（
所
得
制
限
あ
り
）。

▽
両
親
が
離
婚
し
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し

た
児
童（
遺
族
年
金
受

給
者
は
除
く
）

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
障

が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童（
児
童
が
公
的
年
金

の
加
算
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
）

▽
父
ま
た
は
母
の
生
死
が

明
ら
か
で
な
い
児
童

▽
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に

よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

は
、心
身
に
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
養
育
し
て
い
る

父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す（
所
得
制
限
あ
り
）。

　

た
だ
し
、対
象
児
童
が

児
童
福
祉
施
設（
通
園
施

設
は
除
く
）な
ど
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

児童扶養手当、特別児童扶養手当制度について
8月は「現況届」「所得状況届」の提出月

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115

8月は
「現況届」「所得状況届」の提出月
　今月は、両手当の現況届または所得状況届の提出月で
す。受給中の人で、提出が済んでいない場合は、早めの手
続きをお願いします。
提出先　こども未来課母子児童担当（市役所２階）

市
教
育
委
員
会
は
、平
成
24
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
子
ど
も
を
対
象
に
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
が
い
る
家
庭
に
は
、詳
し
い
内
容
を
記
載
し
た

ハ
ガ
キ
を
８
月
下
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

対
象　
平
成
17
年
4
月
２
日
〜
平
成
18
年
4
月
1
日
に
生

ま
れ
た
人

期
日　
左
表
の
と
お
り

※
当
日
は
、専
門
の
相
談
員
が
参
加
し
ま
す
。就
学
に
当
た

り
、心
配
や
悩
み
な
ど
が
あ
る
場
合
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

健
診
項
目　
内
科
、歯
科
、視
力
、聴
力
、適
性
検
査

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、上
履
き（
保
護
者
・
子

ど
も
）

就学時健康診断
入学に備え、受診してください

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

期日 学校 受付時間・場所
9月13日㈫ 春日東小学校

▷午後1時30分〜2時15分
▷各小学校の体育館または
多目的ホール

9月14日㈬ 春日北小学校
9月16日㈮ 大谷小学校
9月21日㈬ 春日西小学校
9月22日㈭ 春日野小学校
9月27日㈫ 春日原小学校
9月28日㈬ 白水小学校
10月12日㈬ 須玖小学校
10月28日㈮ 日の出小学校
11月1日㈫ 春日南小学校
11月8日㈫ 春日小学校
11月9日㈬ 天神山小学校

※駐車場がありませんので、車での来場はご遠慮ください。

■就学時健康診断の日程
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　福岡県警察では、7月23日㈯から8月31日㈬までの40日
間、性犯罪およびコンビニ強盗抑止40日作戦を実施してい
ます。
　夏場は、性犯罪など女性を狙った事件が多発する傾向に
あります。犯人は、駅やコンビニエンスストアから一人で帰
宅している女性の後をつけたり、深夜に窓や玄関を開放し
たままの一人暮らしの女性を狙ったりします。
　事件や犯人に関する情報、不審者や不審車両などの情報
があれば、110番または筑紫野警察署まで連絡をお願いし
ます。
○被害に遭わないために
　「暗い夜道の一人歩きを避ける」「携帯電話やメールを

しながら歩かない」「防犯ブザーやホイッスルを携帯す
る」「時々後ろを振り返り、警戒していることをアピール
する」など自己防衛を心掛け、身に危険を感じたときは、
大声を出したり防犯ブザーを鳴らしたりして助けを求
め、すぐに110番通報しましょう。

○女性の一人暮らしの注意点
　「オートロックや高層階だからと油断せず、必ず戸締
り」「ドアスコープで来訪者を確認」「ドアチェーンを掛け
たまま応対」するなどして被害防止を心掛けましょう。

問い合わせ先　筑紫野警察署
　　 （929）0110

市
は
、中
学
１
年
生
か
ら
高

校
２
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
女
子
に
対
す
る
子
宮
頸け
い

が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
、

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
無
料
に

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、３
回
接
種

す
る
必
要
が
あ
り
、２
回
目
は
１

回
目
か
ら
１
カ
月
後
、３
回
目
は

２
回
目
か
ら
５
カ
月
後
に
接
種
し

ま
す
。平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
３
回
全
て
の
接
種
を
受
け
る
た

め
に
は
、９
月
30
日
ま
で
に
１
回

目
の
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
の
予
防

接
種
で
、本
人
お
よ
び
保
護
者
が

希
望
す
る
場
合
に
行
い
ま
す
。接

種
を
希
望
す
る
場
合
は
、１
回
目

を
９
月
30
日
ま
で
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

子宮頸がん予防ワクチン
1回目は9月30日までに接種を

健康課 健康増進担当 　 （501）1134 （501）0051

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
、安
全

性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

「
顔
写
真
付
き
」と「
顔
写
真
な
し
」が
選

べ
、顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
は
運
転
免
許
証

な
ど
と
同
様
に
、公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、別
途
、電
子
証
明
書
の
発
行
を
受

け
る
と
、ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ（
確
定
申
告
の
電
子

申
請
）な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

交
付
手
数
料　

５
０
０
円（
電
子
証
明
書

は
別
途
５
０
０
円
が
必
要
）

申
請
に
必
要
な
書
類　

運
転
免
許
証
、旅

券
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か（
本
人
の
写
真
が
貼

付
さ
れ
た
も
の
で
有
効
期
限
内
の

も
の
に
限
る
）

※
右
記
の
書
類
が
な
い
場
合
は
、照
会
書

を
郵
送
し
て
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

市
民
課
受
付
戸
籍
担
当（
市
役

所
１
階
）

顔写真付き住民基本台帳カード
公的な身分証明書として利用できます

市民課 受付戸籍担当 　 （584）1111 （584）1141

女性を狙った犯罪に注意！！



K A S U G A         C I T Y4

休
日
や
夜
間
に
お
け
る
軽
症

患
者
の
救
急
医
療
へ
の
受

診
が
増
加
し
、緊
急
性
の
高
い
重

症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

休
日
や
夜
間
は
医
療
機
関
に
支
払

わ
れ
る
医
療
費
が
高
く
設
定
さ
れ

て
お
り
、窓
口
負
担
も
高
く
な
り

ま
す
。

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
受
診
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、保

険
税
や
窓
口
負
担
と
し
て
皆
さ
ん

が
負
担
す
る
医
療
費
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、医
療
機
関
・
薬
局
を

受
診
す
る
際
に
は
、以
下
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
点

▽
休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関

は
、緊
急
性
の
高
い
患
者
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

受
診
す
る
前
に
、平
日
の
時
間

内
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
休
日
や
夜
間
に
子
ど
も
の
急
な

病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、ま

ず
、小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

の
利
用
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

小
児
科
の
医
師
や
看
護
師
か
ら

症
状
に
応
じ
た
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
付
時
間　
午
後
７
時
〜
翌
日

午
前
７
時

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０

（
携
帯
電
話
も
可
）

▽
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。医
療
費
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、重
複
す
る
検
査
や

投
薬
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
体
に

悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。現
在
の
治
療
に
不
安
が

あ
る
と
き
は
、医
師
に
伝
え
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
に
注
意
し
、

余
っ
て
い
る
と
き
は
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
薬
は
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は

副
作
用
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
お
薬
手
帳
」の
活
用
な

ど
に
よ
っ
て
す
で
に
処
方
さ
れ

て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に

伝
え
、飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

医療機関受診時の注意点
休日・夜間の救急医療

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

防
災
関
係
機
関
や
自
主
防
災
組

織
の
協
力
を
得
て
総
合
防
災

訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、市
内
に
お
け
る
地

震
災
害
を
想
定
し
、い
ざ
と
い
う
と

き
に
春
日
市
お
よ
び
関
係
機
関
が
一

体
と
な
っ
て
迅
速
か
つ
的
確
な
災
害

対
応
を
行
え
る
よ
う
実
施
す
る
も
の

で
す
。訓
練
の
様
子
は
見
学
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
見
学
し
て
防
災
の
意
識
を

高
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、会
場
周
辺
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
、会
場
設
営
や
訓
練
開
始
の
際

に
使
用
す
る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
、救
急

車
・
消
防
自
動
車
な
ど
の
サ
イ
レ
ン
音

な
ど
が
生
じ
る
た
め
、ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
。防
災
訓
練
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
９
月
４
日
㈰

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

春
日
野
小
学
校（
春
日
公
園

４
ー
１
ー
１
）

※
見
学
者
駐
車
場
は
、春
日
野
中
学

校（
春
日
公
園
５
ー
19
）で
す
。で

き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

参
加
機
関　

陸
上
自
衛
隊
、航
空
自

衛
隊
、筑
紫
野
警
察
署
、春

日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本

部
、春
日
那
珂
川
水
道
企
業

団
、春
日
市
消
防
団
、筑
紫
医

師
会
、自
主
防
災
組
織（
春
日

原
南
地
区
・
春
日
公
園
地
区
・

春
日
地
区
）

訓
練
内
容　

避
難
誘
導
・
避
難
所
開

設
訓
練
、給
水
訓
練
、応
急
炊

き
出
し
訓
練
、救
出
・
救
護
訓

練
、消
火
訓
練

展
示・
体
験
コ
ー
ナ
ー　

震
動
体
験

車
に
よ
る
地
震
体
験
、消
防

自
動
車
に
よ
る
放
水
体
験
、

消
防
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
、

救
助
資
機
材
展
示
、住
宅
用

火
災
警
報
器
展
示
、防
災
用

品
展
示
、宿
営
テ
ン
ト
展
示
、

新
型
投
て
き
型
消
火
剤
展
示

春日市総合防災訓練を開催
見学できます

道路防災課 消防防災担当 　 （584）1111 （584）1143

※写真は昨年の様子です。
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１
人
段
ボ
ー
ル
箱
１
箱
で
参
加
す
る
古

本
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま

す
。あ
な
た
な
ら
で
は
の
本
を
出
品
し
て
、１

日
本
屋
さ
ん
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
営
利
を
目
的
と
し
な
い
個
人
ま
た
は

団
体

※
当
日
の
店
番
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、18
歳
未
満
の
人
は
、必
ず
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
前
庭（
大

谷
６
ー
24
）　

規
格　
お
お
む
ね
43
㎝
×
37
㎝
×
34
㎝
程
度

の
大
き
さ
の
段
ボ
ー
ル
箱
１
箱
分

（
補
充
分
と
し
て
も
う
１
箱
分
は
持

参
可
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
16
日
㈫
〜
9
月
19
日
㈪

に
、フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
申
込
用
紙

を
送
る（
持
参
可
）

※
参
加
申
込
用
紙
は
募
集
期
間
中
、市
民
図

書
館
に
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
先　

社
会
教
育
課
図
書
館
担
当（
大
谷

６
ー
24
市
民
図
書
館
内
）

http://library.kasuga.fukuoka.jp/

「かすが一箱古本市」出店者募集
春日市文化祭

社会教育課 図書館担当 　 （584）4646 （584）3900

より身近な市報にするために
広報レポーターを紹介します

　市は、市報を市民にとってより身近で魅力あるものとす
るために、地域における取材活動や市報のモニター活動を
行う「広報レポーター」を配置しています。
　今回、広報レポーターとして活動を行うのは、公募で選出
された市内に居住する7人。7月15日に行った広報レポー
ター会議では、市報全般に対する意見や取材に関する情報
提供など、早速活発な意見交換が行われました。
　任期は7月から1年間。取材やモニター活動など、市民目
線での幅広い活動が期待されます。

※広報レポーターによる取材記事を7ページに掲載してい
ます。

問い合わせ先　情報
政策課情報公開
広報担当

　　 （584）1111
　　 （584）1142

平成23年度児童扶養手当現況届・特別児童扶養手当所得状況届
提出をお忘れなく

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115

は
る
か
卑
弥
呼
の
時
代
、春
日
市
を

中
心
に
栄
え
た「
奴
国
」に
思
い
を

は
せ
な
が
ら
、土
笛
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、作
っ
た
土
笛
を
使
っ
て
、10
月
29

日
㈯
に
行
わ
れ
る「
春
日
奴
国
あ
ん
ど
ん

祭
り
」で
演
奏
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
人

日
時　
９
月
６
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
作

陶
室（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　
３
０
０
円（
材
料
代
）

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　８
月
16
日
㈫
午
前
９
時
以
降

に
、フ
ァ
ッ
ク
ス
か
Ｅ
メ
ー
ル
で

「
奴
国
の
土
笛
作
り
申
し
込
み
」と

明
記
の
上
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
伝
え

る（
電
話
申
込
可
）

申
込
先　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

奴国の土笛を作ろう
「春日奴国あんどん祭り」で演奏しませんか

社会教育課 社会教育担当 　 （575）4121 （593）7380

▲平成23年度広報レポーターの皆さん

▲土笛作りの様子
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〜まちの話題や人の紹介〜

　7月16日から24日まで、ふれあい文化センターで平和祈念展
を行いました。
　期間中は、戦争当時の資料や原爆写真パネルの展示、ビデオ上
映などを実施。今年は初めての試みとして、NPO法人筑紫原爆被
害者の会による「語り部」も行いました。
　「語り部」を行ったのは長崎や広島で被爆した5人。当時の様子
をそれぞれの体験を通して生々しく語りました。初日を担当した惣利地区在住の坂

さかもと
本キミ子さんは、「平和とは空

気のようなもの。普通に生活できることがどれだけ尊く幸せなことか。戦争は人が始めたものなので、必ず人の力
でなくすことができるはず」と戦争のない世界を強く訴えました。
　来場していた春日小学校6年の脇

わきざき
崎萌

もえ か
華さんと久

く ぼ
保加

か な こ
奈子さんは、「思っていた以上に悲惨だった。戦争はいけ

ないものと思ってはいたが、気持ちを新たにした」と話してくれました。
　市は、昭和60年に「平和都市宣言」を行い、今後も核兵器のない平和な世界を訴えていきます。

平和の尊さを考える

平和祈念展を開催

　7月13日、大谷小学校で、筑紫野警察署による「春日市110番教
室」が行われました。
　夏休みを前に「110番」が警察への緊急通報手段であることの理
解を深めることを目的に、寸劇などを織り交ぜながら、分かりやす
く110番の仕組みを説明。児童をはじめ、保護者や自治会役員、防
犯関係者などが参加しました。説明の後には、福岡県警音楽隊によ

る演奏が行われ、楽しいひとときを過ごしました。

大谷小学校

春日市110番教室

　「人権擁護委員委嘱伝達式」が7月7日、市役所で行われました。
委嘱状は今回新たに委員になる秋

あきえだ
枝惠

え み
美さん、上

うえはら
原洋

よう こ
子さんの2

人と、3年の任期を終え再び委嘱を受ける米
よね だ
田東

はる こ
子さんに手渡さ

れました。
　井上市長は「市民の基本的人権を守るためにご尽力いただきま
すようお願いします」と、皆さんを激励しました。

　人権擁護委員は、人格識見が高く、人権擁護に理解のある人を市長が推薦し、法務大臣から委嘱されます。
　春日市では、現在8人の人権擁護委員が活躍しています。

市民の人権を守るため

人権擁護委員委嘱状伝達式
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春日原保育所

桜ヶ丘地区自治会 楽しさ満載! 魚とり大会

白水大池公園星の館

　目玉の一つ、年長児による「子どもみこし」では、園児たちが
大きな掛け声でみこしを担ぎ、暑さを吹き飛ばしていました。
　また、保護者会によるバザーでは、事前に寄付された品物を
販売。職員による出し物では、普段と違う先生の顔に園児たち
も大喜びしながら見入っていました。最後は全員で盆踊りを
踊り、夏祭りを締めくくりました。
　普段は交流の少ない保育園の保護者間の交流にもなり、夏
の楽しい時間となりました。

（広報レポーター　藤
ふ じ た

田 るみ）

来館1万人達成！ 星の観望会

　広場には特設プールが4つ作られ、ヤマメ800匹を放流。そ
の中にはしっぽに印が付けられた「お宝ヤマメ」がおり、捕まえ
るとプレゼントがもらえるということで、スタートの合図とと
もに子どもたちは一斉にプールに入っていきました。
　この日は晴天に恵まれ、冷たい水に気持ちよさそうにはしゃ
ぎながら、子どもたちはつるつると滑ってなかなかつかめない
ヤマメを取っていました。その後はヤマメの塩焼きと宮崎県産
のうなぎ100匹を使った「うな丼」が振る舞われ、みんなおいし
そうに食べていました。
　そして、締めくくりには抽選大会を開催。子どもたちにとって
はイベント満載の楽しいひとときとなったようです。

（広報レポーター　倉
くらぞの

園 尚
しょうこ

子）

　1万人目の来館者になった春日南小学校1年の東
ひがしじま

島さんには、天
文ハウス「T

ト ミ タ
OMITA」から双眼鏡や星の図鑑などすてきな記念品が

手渡されました。
　同22日には、「大土居子ども会」から70人以上が来館。望遠鏡を
覗き、くっきりとした土星に「輪っかがある! シールを貼り付けて
いるみたい」と歓声を上げていました。
　また、星の広場には天体望遠鏡の他に、反射式・屈折式の望遠鏡
や双眼鏡が5台設置され、ボランティアスタッフが「夏の大三角」
や「北斗七星」などの見つけ方を分りやすく説明しました。

　当日は天候にも恵まれ、近くなので歩いてきたという家族連れや友人同士での来館も多く、大興奮・大盛況で
した。皆さんもぜひ足を運んでみませんか。

（広報レポーター　鬼
おにづか

塚 文
ふ み こ

子）

わっしょい! ワッショイ! 夏祭り

　７月17日、子ども会育成部主催の魚とり大会
が桜ヶ丘地区公民館広場公園で行われました。

　７月16日、春日原保育所で毎年恒例の夏祭りが
開催されました。

　７月15日の夜、４月１日に開館して
４カ月足らずで、年間目標の１万人
を達成しました。

市民から公募した広報レポーターが取材した身近な話題をレポートします。
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市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

観
劇
者
募
集

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業
と
し

て
、市
民
参
加
型
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
つ
く

し
の
空
は
晴
れ
て
」の
公
演
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、本
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
代
は
、全

て
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
寄
付

し
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日
㈰（
２
回
公
演
）

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー

１
）

観
劇
料　

１
０
０
０
円（
小
学
生
以
下

無
料
）

定
員　

各
８
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
28
日
㈰
ま
で
に
、つ

く
し
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
つ
く
し
青

年
会
議
所
事
務
局

（
９
２
４
）８
３
３
８

（
９
２
１
）２
９
０
６

http://w
w
w
.tsukushi.or.jp

京
築
神
楽

九
州
国
立
博
物
館
公
演

　

県
で
は
、京
築
地
域
の
７
市
町
と「
京

築
連
帯
ア
メ
ニ
テ
ィ
都
市
圏
構
想
」を

推
進
し
て
い
ま
す
。こ
の
一
環
と
し
て
、

京
築
地
域
の
伝
統
文
化
で
あ
る
神
楽
公

演
を
６
つ
の
神
楽
団
体
が
行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

九
州
国
立
博
物
館
１
階
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ホ
ー
ル（
太
宰
府
市

石い
し
ざ
か坂
４
ー
７
ー
２
）

問
い
合
わ
せ
先　

京
築
連
帯
ア
メ
ニ

テ
ィ
都
市
圏
推
進
会
議
事
務
局

（
福
岡
県
広
域
地
域
振
興
課
内
）

（
６
４
３
）３
１
７
８

（
６
４
３
）３
１
６
４

Ｊ
Ａ
筑
紫

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

　

子
ど
も
向
け
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
作
り

工
作
体
験
、子
ど
も
グ
ル
ー
プ
演
技
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
、ト
ラ
ク

タ
ー
試
乗
、ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店（
筑
紫
野
市

杉す
ぎ
づ
か塚
３
ー
３
ー
10
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
筑
紫
本
店
企
画

課

（
９
２
４
）１
３
７
３

（
９
２
１
）５
０
８
２

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

年
間
子
ど
も
水
泳
教
室

　

温
水
プ
ー
ル
で
は
、子
ど
も
水
泳
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。無
料
体
験
も
で

き
ま
す
。ぜ
ひ
、参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ

対
象　

小
学
生
以
上

日
時　

毎
週
火
・
土
曜
日

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

内
容　

ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
を
き
れ

い
な
フ
ォ
ー
ム
で
泳
げ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
教
室

○
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ

対
象　

小
学
生
以
上（
泳
力
に
よ
る
）

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
６
時
40
分
〜
７
時
40
分

内
容　

ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
・
平
泳

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
４
泳
法

の
習
得
を
目
標
と
し
た
教
室

受
講
料（
月
額
）

▽
週
１
回　

４
４
１
０
円

▽
週
２
回　

６
３
０
０
円

※
別
途
、入
会
登
録
料
３
１
５
０
円
が

必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州

（
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

痛
み
の
な
い
身
体
を
つ
く
る

骨
盤
体
操
教
室

　

骨
盤
が
ゆ
が
ん
で
い
る
と
内
臓
の
位

置
が
下
が
っ
て
太
り
や
す
く
な
り
ま

す
。膝
や
腰
、肩
な
ど
の
痛
み
も
骨
盤
の

ゆ
が
み
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。骨

盤
体
操
を
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

期
日
・
内
容

▽
９
月
７
日
㈬

講
義「
骨
盤
の
基
礎
知
識
」

▽
９
月
14
日
㈬

実
技「
日
常
生
活
で
行
う
骨
盤
矯
正

法
」

▽
９
月
21
日
㈬

実
技「
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
っ
て
骨
盤

体
操
」

▽
９
月
28
日
㈬

実
技「
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
骨
盤
体

操
」

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

講
師　

樋ひ
わ
た
し渡

秀ひ
で
み美

さ
ん（
理
学
療
法

士
）、角す

み　

美み

き

こ
貴
子
さ
ん（
健
康

運
動
指
導
士
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
29
日
㈪
以
降
に
、電

話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課（
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
メ
タ

ボ
解
消
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養

相
談
に
、管
理
栄
養
士
が
無
料
で
応
じ

ま
す
。

日
時　

８
月
30
日
㈫
、９
月
13
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。都
合
の

合
わ
な
い
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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情報ひろば

メ
ー
ル
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
、居
住
地
区
、電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
講
座

　

生
ご
み
堆
肥
を
使
い
、プ
ラ
ン
タ
ー

で
夏
か
ら
秋
の
野
菜
を
育
て
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
熟
成
方

法
の
コ
ツ
な
ど
も
教
え
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。な
お
、ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
未
経
験
者
は
、ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
16
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

市
役
所
４
階
４
０
４
・
４
０
５

会
議
室

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ
オ

ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
記
名

済
み
の
も
の
）

申
込
方
法　

８
月
18
日
㈭
〜
31
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

お
出
か
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

「
は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、子
育

て
中
の
皆
さ
ん
の
お
出
か
け
や
友
達
づ

く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。月
齢
が
近

い
親
子
同
士
で
、親
子
遊
び
や
交
流
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

２
〜
６
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
で
、２
回
と
も
参
加
で

き
る
人

日
時　

９
月
６
日
㈫
・
13
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　

親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員　

10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
23
日
㈫
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

口
も
と
か
ら
始
め
る
若
返
り
塾

参
加
者
募
集

　

最
近
、「
よ
く
む
せ
る
」「
口
が
乾
燥
す

る
」「
表
情
が
老
け
て
見
ら
れ
る
」な
ど
、

気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

口
の
機
能
を
維
持
・
改
善
す
る
こ
と

は
、い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
過
ご
す
た

め
に
か
か
せ
ま
せ
ん
。こ
の
機
会
に
口

も
と
か
ら
の
若
返
り
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

日
時　

９
月
21
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

口
の
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、マ
ッ
サ
ー
ジ
法
、口
の

清
潔
管
理
の
方
法

講
師　

古こ

が賀
直な
お
こ子
さ
ん（
歯
科
衛
生
士
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
介
護
予
防
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

共
同
募
金
運
動
推
進
大
会

福
祉
講
演
会

　

共
同
募
金
運
動
に
対
す
る
功
労
者

と
、春
日
市
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

啓
発
チ
ラ
シ
の
絵
画
入
賞
者
の
表
彰
式

典
お
よ
び
福
祉
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、１
０
５
歳
に
な
っ
た

今
も
世
界
中
で
講
演
活
動
を
行
っ
て
い

る
曻し

ょ
う
ち地
三さ
ぶ
ろ
う郎
さ
ん
に「
生
涯
現
役
の
秘

訣
」を
伺
い
ま
す
。

　

入
場
料
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不

要
で
す
。ぜ
ひ
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月
25
日
㈰

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

内
容
・
時
間

▽
式
典

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

▽
講
演「
生
涯
現
役
の
秘ひ

け
つ訣
」〜
１
０
５

歳
児
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

午
後
２
時
15
分
〜
４
時

講
師　

曻
地
三
郎
さ
ん（
し
い
の
み
学

園
園
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

初
級
パ
ソ
コ
ン
会
計
科

訓
練
生
募
集

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
有

し
、公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

登
録
を
行
っ
て
い
る
人
で
、介

護
を
必
要
と
せ
ず
身
辺
処
理
が

で
き
る
人（
車
い
す
使
用
不
可
）

期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
平
成
24
年
１
月

30
日
㈪（
土
・
日
曜
日
、祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

サ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
天
神

校（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
３
ー

４
ー
10
天
神
西
茂
ビ
ル
）

受
講
料　

無
料（
教
材
費
が
１
万
円
程

度
必
要
）

定
員　

15
人（
定
員
に
満
た
な
い
場
合

中
止
）

申
込
方
法　

９
月
22
日
㈭
ま
で
に
、最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
で
申

し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　

赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
の
た
め
の
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）で
す
。託
児（
１
人

３
０
０
円
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

９
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、エ
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ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会
・
相
談
会

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
、手
軽

な
生
ご
み
の
減
量
と
、栄
養
た
っ
ぷ
り

の
堆
肥
作
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

受
講
者
に
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
セ
ッ
ト

（
１
世
帯
１
個
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　

９
月
８
日
㈭
、10
月
13
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

市
役
所
４
階
４
０
４
・
４
０
５

会
議
室

定
員　

各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

各
開
催
日
の
15
日
前
ま
で

に
、電
話
で
申
し
込
む

※
過
去
の
受
講
者
を
対
象
に
、相
談
会

（
予
約
不
要
）も
行
い
ま
す
。現
在
生

成
中
の
堆
肥（
一
握
り
程
度
）を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表
）

申
込
期
限　

９
月
15
日
㈭

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名

（
団
体
名
）、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

お
宝
文
化
人

漬
物
講
習
会

　

お
宝
文
化
人
の
矢や
し
た下
善よ
し
お生
さ
ん
が
行

う
、低
塩
漬
物
作
り
の
講
習
会
で
す
。

　

日
本
古
来
の
漬
物
食
文
化
を
気
軽
に

学
ん
で
健
康
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午（
予
定
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

青
菜
の
醤
油
漬
、ぬ
か
漬
、青
菜

漬
物
飯（
予
定
）

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

皮
む
き
器
、ビ
ニ
ー
ル
袋
５
枚

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

「
子
ど
も
の
活
動
応
援
塾
」

交
流
会
・
研
修
会

　
「
子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
で
楽
し

む
地
域
活
動
」を
テ
ー
マ
に
、交
流
会
と

研
修
会
を
行
い
ま
す
。す
で
に
活
動
し

て
い
る
人
も
、活
動
に
興
味
が
あ
る
人

も
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
自
己
発
見
の
た

め
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
で
子
ど
も
の
活
動（
自
治

会
、育
成
会
、ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広

場
な
ど
）に
携
わ
る
人

○
交
流
会

日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

内
容　

子
ど
も
の
活
動
に
関
わ
る
事

業
を
行
う
と
き
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
整
理
し
て
解
決
策

を
探
る

講
師　

十と
と
き時　

裕
ひ
ろ
し
さ
ん（
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）

申
込
期
限　

９
月
５
日
㈪

○
研
修
会

日
時　

９
月
22
日
㈭
、10
月
27
日
㈭
、

11
月
24
日
㈭
、12
月
15
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

内
容　

活
動
内
容
や
リ
ス
ク
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
に
つ
い
て
、参
加
者
同
士

で
楽
し
く
学
び
合
う

講
師　

龍
り
ゅ
う　

孝た
か
し志
さ
ん（
ハ
ー
ト
エ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
漬
物

名
人
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

（
５
７
４
）７
９
８
９

（
５
７
４
）８
０
０
４

yashita@
tarum

iya.com

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
は
、働
く
意
欲
の

あ
る
高
齢
者
の
た
め
に
技
能
講
習
を
行

い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

○
警
備
・
受
付
管
理
講
習

日
時　

９
月
５
日
㈪
〜
14
日
㈬（
土
・

日
曜
日
を
除
く
８
日
間
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

申
込
期
限　

８
月
29
日
㈪

○
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習

日
時　

９
月
15
日
㈭
〜
28
日
㈬（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
８
日

間
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

申
込
期
限　

９
月
１
日
㈭

対
象　

55
歳
以
上
で
雇
用
就
業
中
で
な

い
人（
公
共
職
業
安
定
所
で
の

求
職
登
録
が
必
要
）

場
所　

深
見
ビ
ル（
福
岡
市
博
多
区

博は
か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
４
ー
14
ー
１
）

定
員　

各
25
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、申
込
書
を
審
査

の
上
決
定
し
受
講
決
定
者
の
み
通
知

し
ま
す
。

申
込
方
法　

申
込
期
限（
必
着
）ま
で

に
、市
福
祉
計
画
課（
市
役
所
１

階
）に
あ
る
受
講
申
込
書
を
郵

送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

Ｋ
Ｂ
Ｃ
点
字
教
室

受
講
者
募
集

　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
聴
取
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
通
り
ゃ
ん
せ
基
金
」の
配
分
を

受
け
て
運
営
す
る
点
字
教
室
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

全
て
の
日
程
に
参
加
で
き
る
健

常
者
で
点
字
が
初
め
て
の
人

日
時　

10
月
４
日
㈫
〜
12
月
20
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日（
計
12
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
会
館
４
階
会
議
室（
福

岡
市
中
央
区
長な

が
は
ま浜
１
ー
１
ー

34
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
１
日
㈭
午
前
９
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｋ
Ｂ
Ｃ
開
発

㈱
点
字
教
室
係

（
７
５
１
）４
０
７
０
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情報ひろば

全
国
一
斉

成
年
後
見
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
方
法
や
遺

言
、相
続
、悪
質
な
訪
問
販
売
被
害
な
ど

に
つ
い
て
、司
法
書
士
が
無
料
で
相
談

（
面
談
・
要
予
約
）に
応
じ
ま
す
。

日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
県
司
法
書
士
会
・
福
岡
南

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
３
ー
16
）

予
約
受
付
期
間　

８
月
16
日
㈫
〜
９
月

８
日
㈭（
平
日
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
司
法

書
士
会
福
岡
南
支
部

０
１
２
０（
０
３
３
）３
８
０

相
続
・
遺
言
・
生
前
贈
与
な
ど

無
料
相
談
会

　

相
続
、遺
言
、生
前
贈
与
、名
義
変
更
、

会
社
設
立
、建
設
業
許
可
、離
婚
な
ど
に

つ
い
て
、行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
21
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
７
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

き
き
ょ
う
の
会

（
９
２
６
）７
１
０
２

（
９
２
６
）７
１
６
９

第
１
回「
知
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ

　

小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、漢

字
や
計
算
問
題
へ
の
挑
戦
を
通
し
て
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
」を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
立
小
学
校
の
５
・
６
年

生

日
時　

10
月
１
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
40
分（
予
定
）

（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）他

※
会
場
ま
で
の
行
き
帰
り
は
、保
護
者

の
責
任
の
下
、各
自
で
移
動
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容　

漢
字
テ
ス
ト
、計
算
テ
ス
ト

※
学
年
ご
と
に
実
施
し
、成
績
に
応
じ

て
、後
日
賞
状
を
渡
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具

応
募
方
法　

９
月
９
日
㈮
ま
で
に
、夏

休
み
終
了
後
に
各
小
学
校
で
配

布
さ
れ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、提
出
す
る

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
西
堀
パ
ン
広
場

日
時　

９
月
５
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

ブ
ラ
ウ
ン
サ
ー
ブ（
調
理

パ
ン
）、ロ
シ
ニ
ョ
ー
ル（
和

風
パ
ン
）、月
形
ク
ッ
キ
ー
作

り

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、筆
記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限　

９
月
１
日
㈭

託
児　

５
カ
月
〜
未
就
学
児（
１
人

当
た
り
１
０
０
０
円
・
８
月

29
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
）

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場「
も
の
作
り
体

験
」〜
君
だ
け
の
竹
笛
・
竹
と
ん
ぼ
を

作
ろ
う
〜

対
象　

小
学
生（
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

参
加
費　

１
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
６
日
㈫

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/

　水を多くたたえた星、地球。しかし、そのほとんどは海水で
あり、私たちが使える河川などの淡水は全体の0.01％と極め
て限られています。
　水は有限で大切な資源です。水の使用が増えるこの時期だ
からこそ節水に努めましょう。
家庭で取り組める節水例
▷歯磨きをするときはコップを利用する。
　→1回で約5ℓの節水、CO2排出量約1.8g
削減
▷食器洗いは、ひどい汚れを古布などで拭
き取り、ためた水で洗う。
　→1日で約80ℓの節水、CO2排出量約
28.8g削減
▷体や髪を洗っている間はシャワーを止
める。
　→1分間で約12ℓの節水、CO2排出量約
4.32g削減
▷風呂の残り湯を洗濯や散水、洗車に再利
用する。
　→1日で約90ℓの節水、CO2排出量約32.4g削減
　その他、シャワーヘッドを節水タイプに変える、トイレで大
小レバーを使い分けるといったことも効果的です。
　無理のない取り組みを行いましょう。
※水道水によるCO2（二酸化炭素）排出係数：0.36㎏CO2/㎥（ふくお
かエコライフ応援bookより）

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147
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　「
水
源
地“
九
重
”で
自
然
を
考
え
る
」

参
加
者
募
集

　

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合
で

は
、流
域
連
携
基
金
環
境
対
策
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、福
岡
都
市
圏
共
通

の
水
源
地
域
で
あ
る「
九こ

こ
の
え重
」を
知
っ
て

も
ら
い
、自
然
を
守
り
育
む
大
切
さ
を

考
え
る
た
め
、「
水
源
地“
九
重
”で
自
然

を
考
え
る
」に
参
加
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
に
居
住
す
る
人

（
小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

集
合
・
解
散
場
所　

福
岡
市
役
所（
中
央

区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
）

目
的
地　

九
重
森
林
公
園
ス
キ
ー
場
、

長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、

タ
デ
原
湿
原

内
容

▽
講
演
会「
九
重
の
自
然
を
語
る
」・
講

師
：
高た

か
は
し橋
裕ゆ
う
じ
ろ
う

二
郎
さ
ん（「
九
重
の
自

然
を
守
る
会
」副
会
長
）

▽
地
元
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
る
タ
デ
原

湿
原
散
策

▽
地
元
の
人
に
よ
る
手
作
り
料
理（
昼

食
）

※
内
容
は
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

参
加
費　

１
人
当
た
り
１
０
０
０
円

（
昼
食
代
、傷
害
保
険
料
な
ど
）

定
員　

80
人

申
込
方
法　

８
月
22
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
事
業
名（
水

源
地
九
重
で
自
然
を
考
え
る
参

加
希
望
）、申
込
者
全
員
分
の
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
電
話
番
号（
緊
急
連

絡
先
）を
明
記
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
組
合
事
務

局（
〒
810
ー
８
６
２
０
福
岡
市

中
央
区
天て
ん
じ
ん神
１
ー
８
ー
１
福
岡

市
役
所
内
）

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m
b.infow

eb.ne.jp

緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業

パ
ソ
コ
ン
基
礎
コ
ー
ス

　

求
職
者
支
援
を
目
的
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
す
。

対
象　

現
在
求
職
中
の
人

期
間　

９
月
12
日
㈪
〜
12
月
14
日
㈬
の

平
日
、第
４
土
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
所　

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
学
院

（
日
の
出
町
４
ー
18
グ
ラ
ン
パ

レ
春
日
２
階
）

科
目　

ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
講
料　

９
８
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

21
人

選
考
方
法　

面
接

選
考
日　

９
月
１
日
㈭

申
込
方
法　

８
月
30
日
㈫
ま
で
に
、最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
で
申

し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

同
学
院

（
５
５
８
）９
９
１
３

（
５
５
８
）９
９
１
４

第
41
回
青
年
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

　

青
年
の
皆
さ
ん
、政
治（
選
挙
制
度
）

に
つ
い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
20
〜
30
歳
く
ら
い
の

人

期
日　

10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰（
１
泊
２

日
）

場
所　

福
岡
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー（
糟
屋
郡
篠
栗
町
）

定
員　

40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

９
月
28
日
㈬
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
同
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
選
挙

管
理
委
員
会

（
６
４
３
）３
０
７
７

（
６
４
３
）３
０
７
８

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/

f06/tsudoi.htm
l

Ｇ
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　

音
楽
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、体
と
頭

を
使
う
ダ
ン
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。ダ
ン

ス
教
師
の
資
格
を
持
つ
教
師
が
丁
寧
に

指
導
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー

ル（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

会
費　

月
額
４
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

合ご
う
は
ら原

（
５
９
２
）６
６
０
９（

兼
用
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
１
団

活
動
見
学
会
・
説
明
会

　

自
立
心
の
あ
る
健
全
な
青
少
年
の
育

成
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
に
、あ
な
た
も
一
緒
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

募
集
区
分

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

幼
稚
園
年
長
〜
小
学
２
年
９
月
に
相

当
す
る
年
齢

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

小
学
２
年
10
月
〜
５
年
９
月
に
相
当

す
る
年
齢

▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

小
学
５
年
10
月
〜
中
学
３
年
９
月
に

相
当
す
る
年
齢

○
活
動
見
学
会

日
時　

９
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

白
水
大
池
公
園
正
面
駐
車

場
裏
広
場（
大
字
下
白
水

２
０
９
）

○
説
明
会

日
時　

９
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
研
修
室
３（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局　

城き

ど戸

（
５
０
１
）４
４
０
２（

兼
用
）

０
９
０（
７
３
９
４
）４
１
１
８

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
春
日

「
女
性
に
機
会
を
与
え
る
賞
」

　

同
会
は
、「
地
域
社
会
と
世
界
中
で
女

性
と
女
児
の
地
位
と
生
活
の
向
上
」を

目
指
し
て
活
動
す
る
女
性
の
国
際
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
支
援
を

必
要
と
す
る
女
性
に
経
済
的
援
助
を
行

い
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
女
性

▽
子
ど
も
・
親
・
夫
な
ど
を
扶
養
し
て
一

家
の
家
計
を
支
え
て
い
る

▽
高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
・
職
業
訓
練

校
な
ど
に
在
籍
中
、ま
た
は
入
学
許

可
済
み（
通
信
教
育
課
程
も
可
）

賞
金

▽
ク
ラ
ブ
賞　

８
万
円

　

※
リ
ジ
ョ
ン
賞
へ
の
推
薦
あ
り

▽
リ
ジ
ョ
ン
賞　

20
万
円

　

※
ア
メ
リ
カ
連
盟
賞
へ
の
推
薦
あ
り

▽
ア
メ
リ
カ
連
盟
賞　

３
０
０
０
〜

５
０
０
０
ド
ル

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

応
募
期
限　

10
月
31
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
春
日

（
５
７
３
）６
４
６
０（

兼
用
）
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平
成
23
年
度

行
政
書
士
試
験

日
時　

11
月
13
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

福
岡
工
業
大
学（
福
岡
市
東
区

和わ
じ
ろ
ひ
が
し

白
東
３
ー
30
ー
１
）

願
書
受
付
期
限　

９
月
２
日
㈮（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
８
月

30
日
㈫
午
後
５
時
）

問
い
合
わ
せ
先

▽
㈶
行
政
書
士
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

０
３（
５
２
５
１
）５
６
０
０

　

０
３（
５
２
５
１
）５
５
３
２

▽
福
岡
県
市
町
村
支
援
課
行
政
係

　

（
６
４
３
）３
０
７
３

　

（
６
４
３
）３
０
７
８

平
成
23
年
度

採
石
業
務
管
理
者
試
験

　

岩
石
採
取
に
伴
う
災
害
の
防
止
に
関

す
る
必
要
な
知
識
や
技
能
に
つ
い
て
の

試
験
で
す
。

試
験
日　

10
月
14
日
㈮

試
験
会
場　

吉
塚
合
同
庁
舎（
福
岡
市

博
多
区
吉よ

し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13
ー
50
）

願
書
受
付
・
配
布
期
限　

９
月
16
日
㈮

願
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

工
業
保
安
課（
福
岡
市
博
多
区

東ひ
が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）

（
６
４
３
）３
４
３
８

（
６
４
３
）３
４
４
４

平
成
23
年

社
会
生
活
基
本
調
査

　

総
務
省
と
福
岡
県
は
、国
民
の
生
活

時
間
の
配
分
や
自
由
時
間
の
主
な
活
動

を
調
査
し
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
を

作
る
際
の
資
料
と
す
る
た
め
、同
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
調
査
地
域
の
一
部
の
世
帯

に
訪
問
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
域　

春
日
原
北
町
４
丁
目
、

桜
ヶ
丘
４
丁
目
、日
の
出
町
６

丁
目
、白
水
ヶ
丘
２
丁
目
、宝
町

３
丁
目

調
査
期
間　

８
月
下
旬
〜
10
月

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
調
査
統
計
課

（
６
４
３
）３
１
９
１

（
６
４
３
）３
１
９
２

８
月
31
日
が
納
期
で
す

個
人
事
業
税
第
１
期

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
期
は
、

８
月
31
日
㈬
で
す
。忘
れ
ず
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、便
利
な
口
座
振
替
納

税
制
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
県
税
事
務
所
課

税
課

（
５
１
３
）５
５
７
４

（
５
１
３
）５
５
９
７

㈶
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

住
宅
に
関
す
る
相
談
・
制
度
な
ど

○
福
岡
県
あ
ん
し
ん
住
替
え
情
報
バ
ン
ク

相
談
日
時　

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
電

話
相
談
可
）

内
容　

高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
の
持

ち
家
を
活
用
し
た
住
み
替
え

相
談
、住
み
替
え
先
の
情
報

提
供
、住
み
替
え
に
関
す
る

総
合
的
な
相
談
な
ど

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県

あ
ん
し
ん
住
替
え
情
報
バ
ン

ク
事
務
局（
同
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
７
２
５
）０
８
９
６

○
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

対
象　

県
内
の
原
則
、昭
和
56
年
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
戸
建

住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

相
談
日
時　

火
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
電

話
相
談
可
）

内
容　

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
建
物
の
劣
化
状
況
の
目

視
調
査
、地
震
に
対
す
る
強

さ
の
調
査

派
遣
費
用　

１
件
３
０
０
０
円

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー（
生
涯
あ
ん
し
ん
住
宅

内
）

（
５
８
２
）８
０
６
１

（
５
８
２
）８
１
６
２

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

制
度

対
象　

介
護
保
険
制
度
や
福
岡
住
み

よ
か
事
業
な
ど
を
利
用
し

て
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
を
検
討
し
て
い
る
人（
福

岡
市
、北
九
州
市
を
除
く
）

相
談
日
時　

火
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
電

話
相
談
可
）

内
容　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
安
全

な
住
ま
い
づ
く
り
の
た
め

の
、専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ス

派
遣
費
用　

無
料

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー（
生
涯
あ
ん
し
ん
住
宅

内
）

（
５
８
２
）８
０
６
１

（
５
８
２
）８
１
６
２

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

　

大
学
通
信
教
育
に
対
す
る
社
会
の
認

識
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、入
学

希
望
者
に
対
す
る
教
育
内
容
の
説
明
と

学
習
相
談
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、合

同
入
学
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

対
象　

高
校
生
以
上
の
人

日
時　

９
月
４
日
㈰

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル（
福
岡
市

中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
４
ー
２
）

内
容　

各
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
別

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
、小
冊
子「
大

学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」の
配
布

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法
人
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会

０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

０
３（
５
８
０
３
）９
９
３
９

知
っ
て
い
ま
す
か

中
退
共
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度（
中
退

共
制
度
）は
、中
小
企
業
の
た
め
の
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。掛
金
助
成
や
税
制

上
の
優
遇
が
受
け
ら
れ
、社
外
積
立
な

の
で
管
理
も
簡
単
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

中
退
共
福
岡
相
談

コ
ー
ナ
ー

（
２
８
７
）９
２
１
７

（
２
８
７
）９
２
１
６

記
事
の
訂
正

　

市
報
７
月
15
日
号
に
掲
載
し
た
「
今
号
の

表
紙
」の
説
明
文
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
箇
所　
主
催
団
体
名

▽
誤　

春
日
市
水
泳
連
盟

▽
正　

春
日
市
教
育
委
員
会

　

市
報
８
月
１
日
号
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

「
一
日
卓
球
教
室
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

訂
正
箇
所　
期
日

▽
誤　

８
月
18
日
㈭

▽
正　

８
月
20
日
㈯

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先
　ス
ポ
ー
ツ
課

（
５
７
１
）３
２
３
４

（
５
８
５
）１
６
３
４
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す
る
場
合
、そ
の
他
の
症
状
よ
り

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
が
現
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

▽
日
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
、頭
が
か

な
り
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
き
と

ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
と
き
の
差
が

大
き
い
。

▽
レ
ム
睡
眠
行
動
障
害
：
眠
り
が
浅

い
レ
ム
睡
眠
の
時
間
帯
に
大
声
で

寝
言
を
言
っ
た
り
、寝
床
で
手
足

を
ば
た
つ
か
せ
た
り
す
る
。

▽
物
忘
れ
が
目
立
た
ず
、比
較
的
軽

い
こ
と
が
あ
る
。

症
状
な
ど
へ
の
対
応

　

幻
視
は
、本
人
は
現
実
と
し
て
感

じ
て
い
る
も
の
で
す
。実
際
に
存
在

し
て
い
な
く
て
も
、本
人
の
言
葉
を

受
け
入
れ
て
、否
定
し
な
い
姿
勢
と

不
安
感
を
軽
減
さ
せ
る
よ
う
な
対
応

が
基
本
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
に
対

し
て
は
、転
倒
予
防
の
た
め
に
、滑
り

や
す
い
も
の
や
、つ
ま
ず
き
や
す
い

も
の
を
な
く
す
な
ど
、家
の
中
の
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

診
断・治
療

　
「
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
」は
、症

状
が
軽
い
う
ち
に
、適
切
な
治
療
や

ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、進
行
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

診
断
に
は
、主
に
脳
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

や
Ｐ
Ｅ
Ｔ（
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影

法
）な
ど
の
機
器
を
用
い
、脳
の「
後

頭
葉
」と
呼
ば
れ
る
部
分
の
血
流
の

状
況
な
ど
の
確
認
や
他
の
疾
患
と
の

鑑
別
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

治
療
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
に
合

わ
せ
た
薬
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、正
し
い
診
断
・
治
療

を
受
け
る
た
め
に
も
、で
き
る
だ
け

早
く
専
門
医
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

参
考

▽
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
研
究
会

　

http://w
w

w
.d-lew

y.com
/

▽
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
家
族
を
さ

さ
え
る
会

　

http://w
w

w
.dlbf.jp

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
の
原
因

　

脳
の
大
脳
皮
質
と
呼
ば
れ
る
部
分

の
表
面
に
、脳
の
神
経
細
胞
中
の
異

常
な
た
ん
ぱ
く
質
で
あ
る
レ
ビ
ー
小

体
が
広
範
囲
で
現
れ
る
と
、病
気
が

発
症
し
ま
す
。原
因
は
加
齢
に
よ
る

脳
の
変
性
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、詳
細
は
分
っ
て
い
ま
せ

ん
。

症
状
の
特
徴
な
ど

　

認
知
症
は
、主
に「
物
忘
れ
」が

症
状
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
は
、初
期
か
ら

次
の
よ
う
な
症
状
や
特
徴
が
多
く
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
幻
視
：
非
常
に
現
実
的
な
人
物
や

出
来
事
、小
さ
な
虫
な
ど
の
幻
覚

が
見
え
る
。

▽
う
つ
症
状
：
気
分
が
ふ
さ
ぎ
こ
ん

だ
り
、意
欲
が
低
下
し
た
り
す
る
。

▽
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症
状
：
歩
き
に
く

く
な
り
、転
倒
し
や
す
く
な
る
。

ま
た
、動
き
が
遅
く
な
り
、手
が
不

器
用
に
な
る
。65
歳
未
満
で
発
症

たんぽぽメール
　子育て支援センターでは、さまざまな事業に取り組んでいま
す。今回は新しく行った２つの事業の様子を紹介します。
○小児科医を囲んで座談会
　今回は夏に多い「皮膚疾患」などのトラブルについて、横山
小児科医院の横

よこやま

山　隆
たかし

さんがスライドを用いて講演を行いま
した。その後の質問の時間では、あせもの対応やスキンケア、
紫外線対策などの質問に、分かりやすく回答していました。
　小児科医のアドバイスで気持ちが楽になったという感想も
あり、気さくな雰囲気の座談会で子育ての疑問や不安が少し
軽くなったようです。

○はじめまして♪あかちゃん
　２〜６カ月の子どもと保護者を対象に、子育ての仲間づくり
やお出かけのきっかけとして、２回コースの教室を行いました。
　１回目にはタッチケア、２回目には親子あそび・絵本の紹介と
保護者同士の交流会を行いました。タッチケアに関心がある
人も多く、親子の心のふれあいになったようです。
　初めての子育てだと、戸惑うことも多いと思います。小さい
子どもを持つ親同士で情報
交換をしながら、楽しんで子
育てをしていけたらいいです
ね。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症

　

認
知
症
と
い
え
ば
、患
者
数
の
約
半
数
を
占
め
る「
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
」が
有
名
で
す
が
、今
回
は「
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
」と
い
う
、全
体
の
約
２
割
を
占
め
る
と
さ
れ
て

い
る
認
知
症
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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清
きよもと

本 夏
なつ

希
き

ちゃん（若葉台西）
平成22年8月15日生

蒲
かもはら

原 諒
りょうた

大ちゃん（日の出町）
平成20年8月18日生

平
へい

間
ま

 希
の ぞ み

美ちゃん（小倉東）
平成22年8月16日生

上
うえ

野
の

 惣
そうすけ

理ちゃん（下白水北）
平成22年8月21日生

吉
よしいち

市 勇
ゆう

都
と

ちゃん（平田台）
平成20年8月24日生

8月後期

10
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
9
月
１
日
㈭（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      7/15現在

◎総人口  109,882人

女 　56,407人

男　 53,475人

◎世帯数  44,786世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の携帯用バーコードから、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

春日野小学校
所在地　春日公園4ｰ1ｰ1
（593）2002　 （593）3042

　平成20年10月からコミュニティ・スクールとしてスタート
した春日野小学校は「自立する力の基礎を養う」ことを目
標に、いろいろな連携・協働の取り組みを行っています。
　その中から、子どもたちの活動を支えているボランティア
の皆さんの活躍の様子を紹介します。今年度は、大きく5つ
の子ども応援団で構成されたコミュニティとしての活動を展
開しています。

　1つ目は「学力向上応援団」です。主に、見学などの引
率補助やサマースクールでの漢字・計算の丸付けの手伝
いをしています。２つ目は「読書・図書館応援団」です。毎
週月曜日の朝の本の読み聞かせや図書の貸し出しの手伝
い、本の修理、図書館の掲示物の作成などの支援をして
います。おかげで子どもたちが楽しくたくさんの本に親しむこ
とができています。3つ目は「心づくり応援団」です。ゴーヤ
の畝づくりやベゴニア・ゆりの花の苗植えなどで、花いっぱ
いの学校にしています。4つ目は「体づくり応援団」です。
6月の体力測定では、長座体前屈の記録測定やシャトルラ
ン・ソフトボール投げの補助などをしました。５つ目は「安心・
安全な街づくり応援団」です。主に、登下校時の危険な所
を中心に横断歩道を渡る様子を見守ったり、不審者がいな
いか見回ったりしています。
　応援団には、保護者だけでなく、地域の皆さんも入ってお
り、ますます親しみが持てる地域・学校になってきています。

▲図書の貸し出しの手伝いをするボランティアの皆さん

▲ベゴニアの苗を植えるボランティアの皆さん



　東日本大震災から５カ月が経ちました。
被災地では特別な想いで今年のお盆を迎
えてあることでしょう。
　私が宮城県の避難所にボランティアに
行ったのは、梅雨に入る前、そこで避難する
人たちの生活も落ち着いた頃でした。そこで
触れあった人たちは、みな明るく、優しく、遠
く福岡から来た私を逆に温かく包み込んで
くれました。自身がつらい状況に置かれてい
るにもかかわらず。
　「それ、お守り？」避難所で暮らす一人の
女の子が、私の携帯ストラップを目に止め、
尋ねました。そうだよと私が答えると、「あた
しもお守り持ってたんだけど、津波で流され
ちゃった。家も何もかも、一緒に・・・」
　それはね、きっとお守りが身代わりになっ
てくれたんだよ。そのお陰で君が助かったの
かも知れないね。私の言葉に、その子はただ
遠くを見つめているだけでした。　　　　お

甕棺に描かれたシカ

　これは寺田池北遺跡（下白水南1丁目）で見つかった甕
かめかん

棺です。この甕棺は高

さが94cmで、今から2000年以上前の弥生時代中期後半に作られました。甕棺

の側面には雄のシカが一頭、線
せんこく

刻で描かれていることが分かりました。

　弥生時代にはシカが神聖な動物とされ、春日市の遺跡でシカの絵がある甕棺

が出土したのは初めてです。

　この貴重な甕棺は現在、奴国

の丘歴史資料館で開催中のミ

ニ企画展「市内出土の焼き物」

にて、8月27日㈯まで展示して

います。

　　　 （奴国の丘歴史資料館） ▶写真は線刻部分を黒塗り
しています。
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